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センチネル３

「スペイン領カナリア諸島のラパルマ島では19日、島の南部
にあるクンブレビエハ火山が50年ぶりに噴火し、溶岩が流れ
出しました。…」2021年9月21日 6時57分のNHKニュースが報
じていました。諏訪之瀬島の噴火をYACかわら版163でお伝え
したばかりです。
ハワイのキラウエア火山の溶岩のように大地を流れている様
子も報じられ心配です。多くの家屋が溶岩の被害を受けてい
ます。人的な被害が発生しないことを祈念するばかりです。
遠く離れた場所ですが、多様な衛星データをEOブラウザを

使って何が起きているのか確かめしょう。
そうして元データをダウンロードして衛星データ分析ソフ

トEISEIで追ってみましょう。

カナリア諸島のクンブレビエハ火山
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カナリア諸島はカルマン渦で有名です。
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・周囲は大西洋。
・大陸から離れ
ている。
・高い山がある。
・強風が長時間
続く。

カナリア諸島

©EOブラウザ

©ESA

昔の大噴
火の跡

EOブラウザの機能で画像を立体視
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センチネル２の観測

今回の溶岩流はクンブレビエハ
火山山頂火口ではなかった。

溶岩流の高温位置は変わっている。
元データをダウンロードしてEISEIで詳
しく調べる必要があろう。

衛星による火山の噴火の観測は効果的で
あるが、天候により左右される



Jonni Walker@jonni_walker 9月21日

過去10日間
にラ・パル
マで記録さ
れたすべて
の地震の揺
れの位置

溶岩流の規模と方向地図
動画

溶岩流の程度、火山噴火の場所、過去10日間にラ・パルマで記録され
たすべての地震の揺れの位置

スペイン国立地理学研究所作成地図

溶岩流
溶岩流出場所

溶岩流出場所

溶岩流

＊上記資料は作成期日が不明です

https://voonze.com/interactive-map-of-the-volcano-of-la-palma-canary-islands/

https://mobile.twitter.com/jonni_wal
ker/status/1440324691554553859

コペルニクス・ラピッド・マッピン
グ・チームのデータを使用して、
MapboxのJonni Walkerが作成した溶岩
流の規模と方向のアニメーション

標高データをEISEIで
表示→9月20日セン
チネル画像で把握で
きる溶岩流をマーク。
溶岩流起点もマーク。

溶岩流
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標高2,426ｍケンブレビエハ火山

カルデラ

ケンブレビエハ火山



ランドサット８の観測 “9月26日11:42UTC 10バンド温度

白いところは94.8度以上温度データをGoogleEarthに出力

クンブレビエハ火山

エルパソ市
カベサ・デ・バカ地区

9月19日からこのような状態が
続いています

トゥルーカラー フォルスカラー２

高温部を赤く表示しています

噴煙

噴煙の影



センチネル5pの噴煙観測
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23日 24日 25日

エアロゾル

二酸化硫黄 22日

https://twitter.com/m_parrington/st
atus/1440235226907623426

二酸化硫黄の広がり予測

火山噴火では二酸化硫黄が多く観測されます。酸化硫黄は広範囲で継続的
に観測されています。ここではラパルマ島周辺のみ示しています。


